
 

令和３年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

 

道府県・政令市名【 北九州市 】 

学校名【 北九州市立藤木小学校 】 

１実践テーマ Ⅰ ･ Ⅱ ･ Ⅲ ･ Ⅳ ･ Ⅴ（複数選択可）  

２実施対象者 

 

（学年･人数） 

4年生 1学級（32名）  

5年生 2学級（48名） 

6年生 2学級（42名）   ※いずれも交流学級を含む 

３展開の形式 （１） 学校における活動 

① 教科名（       ） 

② 行事名（車椅子テニス リオパラリンピック日本代表 二條

実穂選手との交流を通して） 

③ その他（       ） 

（２） 地域における活動 

① イベント名（        ） 

② その他  （        ） 

４ 目 標  

 （ねらい） 

・ 車いすを使って生活する苦労や工夫を知り、体験を通して考

え、障害をもった方たちと共生する社会について考える。 

・ 二條実穂選手の話を聞いたり、競技用車いすの使用体験をし

たりして、誰もが気持ちよく生きるために必要なことについて

自分の考えをもち、実践していこうとする心情を養う。 

５ 取組内容 3、４校時 ４，５年生は体育館に集合 

   講演会と車椅子体験   

① 車椅子に乗って動かす体験 

② 車椅子に乗りラケットを持って動かす体験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



５、6校時  6年生は体育館に集合 

    講演会とボッチャ体験 

    事前に「東京2020パラリンピックハンドブック」を 

配布しており、種目について、解説をいただいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 主な成果 

 

（４，５年生） 

 車椅子体験から、車椅子の仕組みや運転の仕方を学ぶことがで

きた。感想等の発表から「コントロールするのが難しかった。」

「思ったよりスピードが出た。」「友達の補助があると乗りやすか

った。」また、「パラリンピックの車椅子テニス、車椅子バスケッ

トをテレビで見たい。」など、車椅子やパラリンピックに関して

興味を示す児童が多かった。 

（６年生） 

 昨年度も二條選手と交流があり、今回の講話を楽しみにしてい

る児童が多かった。ハンドブックを使い、様々な競技やパラリン

ピアの活躍の講話から、興味関心が高まった。 

ボッチャを楽しくプレイする姿が見受けられ、有意義な学習と

なった。 

 この交流会以降、6年生は、学級のお楽しみ会で「ボッチャ大

会」を実施するなど、自主的にパラリンピックの種目を楽しむこ

とができるようになった。 

 

（学校全体） 

 ２学期の初めは、校内にあるオリパラに関する掲示物に興味を

示す児童が多かった。 

 その後も、日本スポーツ協会発行のスポーツニュースやフェア

プレイニュースの記事を学級で話すことで、継続的なオリパラ教

育を推進している。 

７実践において

工夫した点 

（事業の特色） 

〇 6年生に関しては、昨年度も交流があったため、まだ経験

していない内容を実施し、興味関心を高めるようにした。 

  また、事前にボッチャに関する資料等を配布し、ルールや

楽しみ方を指導したことで、当日の体験が、スムーズであっ

た。 



〇 他校と連携して実施しているため、道具等の受け渡しに関

して、情報が共有でき、効率的な運営を行うことができた。 

〇 二條選手のサイン色紙等を掲示し、この取組が継続できる

ようにしている。 

８主な課題等 ● 車椅子10台運ぶために、大きい車が2台必要となった。 

  また、前日から、体育館にて保管するため、体育施設地域開

放等は中止としている。 

● 今年度は、冬季オリンピック・パラリンピックが、すぐに開

催されるため、冬季特有のスポーツ種目の推進にまでは、至ら

なかった。 

９来年度以降の

実施予定 

・ 北九州市や福岡県出身等、地域にゆかりのある選手の情報を

取集し、スポーツに関する関心と、体力向上の推進が図れるよ

うにしていきたい。 

 


